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杣川夏まつり

地域市民センター東西南北
自治振興会は、3月１日現在、市の提案 23地区全てで設立されています。

貴生川地域自治振興会
　貴生川地域は、市のほぼ中央に位置し、地域内を流れ
る杣川を中心に 14の区からなっています。
　現在、同地域では、民間の住宅地開発が進み、地域内
の人口が増加していますが、一方では、既存集落内で少
子化が進むとともに、核家族化やご近所づきあいの希薄
化などの課題も生まれてきており、自治振興会設立検討
委員会でも問題提起されたようです。
　一方、平成 20年に貴生川地区独自で人権尊重のまち
宣言を制定され、地域内の全ての人が安心して意欲的な
生活が出来るまちづくりへの取り組みも進めておられま
す。
　今後、人権尊重のまち宣言「笑顔であいさつ、いきい
き貴生川」や、自治振興会で策定されたまちづくり計画
の基本理念「みんなでつくろう住みよい貴生川」の実現
に大きな期待が寄せられています。

貴生川地域自治振興会
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── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　自治振興会設立については、様々な議論がありました
が、市から交付される自治振興交付金を活用することに
より、地域自らのまちづくりが進み、地域の独自施策に
より市民サービスを高めるという観点から自治振興会を
設立すべきと判断し、準備を進めました。
　まず初めに自治振興会検討委員会を開催し、自治振興
会への共通理解を図り、組織化に向けた意見調整を行い
ました。
　平成 22年 12月 18日に設立準備委員会を立ち上げ、

会議を重ね規約、地域計画案を協議し、昨年７月９日、
設立総会を開催して、「貴生川地域自治振興会」が産声
を上げました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　貴生川地域には
14の区組織があり、
それぞれがしっかり
とした事業をされて
います。その事業を
サポートしていくこ
とが当会の役目であ
り、主要事業である
と考えています。
　貴生川地域自治振興会には、文化、体育、環境、まち
づくりと４つの部会があり、部会目標に沿って実施され
る各区事業を応援しています。
　また、まちづくり部会の事業の一つとして、毎年８月
16日に行われている「杣川夏まつり」において、昨年
は会場の杣川河川敷に約千本のロウソクを灯す試みを行
いました。夕暮れの河川敷に並べられたロウソクが風に
揺られる幻想的な雰囲気が、会場を盛り上げてくれまし
た。
　これからもこの取り組みは続けていくつもりです。

── �貴生川地域自治振興会のＰＲをどうぞ

　貴生川地域では、かつて祭りみこしが全地域内を廻っ
たほど、地域間の繋がり、連帯意識が強い地域です。こ
の地域のまとまりの良さを「強み」として、また、各区
の活動を基軸にして事業を進めていきます。「住みよい
まち貴生川」を地域住民みなさんとともにつくり上げて
いきます。

―地域の絆を生かしたまちづくり―

地域コミュニティ推進室
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■活動内容  
◦�毎月１日号掲載「こうかまちかど特
派員のページ」の作成（年２回程度）
◦特派員会議への出席（月１回）

■対象  
　�　市内在住の20歳以上の方で、広
報公聴活動に関心のある方

■募集人数  
　５名

■任期  
　平成24年５月１日から１年間

■応募締切  
　３月30日（金）

■応募方法  
　�　応募の動機自己ＰＲなどを400
字程度でまとめ、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、直接または、郵
送、ＦＡＸで提出してください。

平成24年度 こうかまちかど特派員募集まちの魅力をあ
なたが発信

※�今号のこうかまちかど特派員のページ15ページをご覧ください。
広報課　広報公聴係
☎65-0675　Fax63-4619

問い合わせ
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